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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第8回院内研修

　日時：1/16(火)・1/17(水)　17：30～18：30　　場所：メンタルケア病棟3階　会議室

　テーマ：接遇について（クレーム対応）　　　　講師：荒木田　晃次さん

・看護グループ研修

　日時：1/22(月)　17：15～　　　　場所：病院2階　会議室

　テーマ：フォーローアップ研修　　講師：相馬SGM　　対象者：介護新人・初級スタッフ

・個人情報漏洩巡視結果が掲示されているので、各自確認すること。
・小嶋SGMより2/16～3/15分の勤務表が送信されているので、各自、年休申請等が反映されているか確認すること。
・2月プログラムテキストの提出は1/19（金）17：00までとする。
・物品発注について、小嶋SGMの公休等を考慮し、在庫確認しながら、不足しないよう発注すること。

＜利用者様情報＞

デイケア

・成田　早希　様～12/29両足アキレス腱部にカイロを当て靴下を着用し、そのまま寝てしまい、翌朝ごく小さい水泡が出来たとのこと。ガーゼ保護で経過をみていたが、悪化傾向にあり、12/31に病院受診し、低温火傷と診断されたとのこと。右足は軽度だったが左足が重度であり、1週間仕事を休んだと話している。平坦な場所であれば歩行に問題はないが、職場は砂利道であり痛みが生じる為、さらに休むか悩んでいると話している。職場のスタッフに連絡し、休むかどうか相談してみるように提案している。仕事については、職場が変わったことに対する問題はないが、他利用者の病状が気になると話している。今後、一般就労を考えていると話しているため、就労に向けたガイダンス等への参加を促していくこととしている。
・竹洞　総子　様～就労に関して、担当スタッフに報告している。就労継続支援B型の利用を考えており、今後特定相談員と共に施設見学をしていく予定であるとのこと。焦らずにじっくりと自身に合った施設を探すよう伝えると「わかりました」と答えている。デイケアで今後開始する予定である陶芸に興味があると話しており、開始時期が決定した際には伝えることを約束している。

・松倉　健一　様～定時に来所せず、自宅に電話を掛けても出ない為、姉様へ状況確認の電話連絡をしている。薬を飲まない日が3カ月以上続いており、最近は自宅での独語が増え、デイケアに行くように昼食の弁当を準備して促しているが、朝のうちに弁当を食べてしまい行こうとしないとのこと。12月末に八戸赤十字病院を受診し、主治医より薬を飲まないと入院になることと、朝食後薬を昼食時に飲み、デイケアで服薬確認をしても良いと説明されたとのことだが、本人が入院を拒み、促してもデイケアに来所しない為服薬は出来ていないと話している。昨日父様がさくら病院に入院となり、自宅で対応していくのが難しくなったとのことで、1/23（火）に八戸赤十字病院受診予定日だが、来週初めに早めの受診をし入院をさせる予定とのこと。来週の受診結果は連絡するとのことで、結果がわかり次第連絡が欲しいことを伝え、電話を終了している。

・阿波　諒祐　様～1/9（火）、疾患別診療計画書確認の為に母様が来所しており、本人様の最近の状況を確認している。正月中、姉様が帰省した頃から拘りが強くなることや、しゃべらなくなることがあり、体調は落ち着いていないとのこと。「前も少し時間が経てば落ち着いたので、少し様子を見てみようと思ってました」と話す為、普段と違う様子や困ったことが生じた際には相談して欲しいことを伝えている。また、就労継続支援B型施設利用については、具体的な話はなく青森県発達障害者支援センター「ドアーズ」からの連絡を待っている状態とのこと。具体的な利用について決まり次第、連絡が欲しいことを伝えている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昨日、デイナイトケアで使用しているコップをバッグに入れて青風荘へ持ち帰ることがある。本日、来所時の体温36.4℃。昼食後、頭痛の訴え聞かれており、「寒気がする」「鼻汁が出る」と話している。体温36.9℃、血圧124/84mmHg、脈拍78回/分。静養室で休みたいとのことで、30分程休んでいる。トイレへは頻回に行っているが、トイレ籠りは見られず、プログラムへは途中退席することなく参加しており落ち着いて過ごしている。
・奥山　以依子様～青風荘より情報提供あり、5、6年前のハイターを持ってくることあり、廃棄している。また、古い石鹸も捨てたいと何個か持ってくることがあり、事務室預かりとなっている。

・馬渡　武光　様～青風荘より情報提供あり、ゴミ箱よりカラシを拾って、食べていることあり、注意を受けていたとのこと。本日来所後に、浴室掃除用の雑巾を持って来て、流し台を拭いている。不衛生であることを注意すると、怒った様子で、無言でゴミ箱に雑巾を投げ捨てている。その後のプログラムでは退席が多く、やや落ち着きのなさが見られている。
・津嶋　イチ子様～右足を引きずって歩いており、痛みについて尋ねると「今日は痛い」「湿布貼ってもらった」と話している。昨日は痛くなかったが、本日は痛みがあることを話し、痛くなった原因については「エアロビはりきりすぎたからかなと」答えている。病院受診はしたのか尋ねると湿布を貼ってお風呂に入ると治ると話している。次回受診時に、主治医に話すよう伝えている。今後、歩行時には転倒に注意することや、もう一方の足に影響が出ないように様子を観察して行く。上記内容を青風荘へ情報提供している。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～1/9（火）、活気のない様子は変わらず見られているが、不調を訴えることなく、バイタルサインの異常はない。夕食には余り時間を掛けずに摂取できており、スタッフの声掛けに表情穏やかに交流しており、時間が経過しても変化はない。
・村上　元道　様～1/9（火）、来所時から気分が高揚している様子で、自分からスタッフに声を掛け、積極的に交流しながら過ごしている。気分が高いことや話し掛けが多いことを振り返ると、本人も自覚しており、体調不良や生活の乱れは特にないとのこと。自身の体調の変化に注意し、変化が生じた際には無理せず相談するよう促している。また、本日職場の体験利用を行っており、状況を確認している。仕事内容は木工製品のヤスリがけを行ったとのことで、「問題なくやってこれたよ」と話している。今後の体験利用については、体験は必要ないとのことで受給者証が届くまではうみねこ幸房での仕事を続け、届き次第新しい仕事を開始するとのこと。受給者証が届き次第教えて欲しいことを伝えている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（津嶋　イチ子　様）　

実施日：H30年1月10日（水）13：30～14：00

担当チーム：石橋 

参加者： 馬場、藤田、工藤、佐々木、石橋、岩見

検討内容　目標見直し

	氏名
	津嶋　イチ子　様
	性別
	女
	年齢
	57
	生年月日
	S35.3.1

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

薬物療法・精神療法を継続して行い､症状の安定化と日常生活能力の維持を図る。

	本人希望
	現在の生活維持と病状の安定

	家族希望
	

	入院歴
	計　7回（最終：H10年1月1日～H25年4月3日）青南病院

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H25年4月4日～現在（デイナイトケア週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	当院通院(1回/2週)

	住居：青風荘入居
	家族構成

保護者は従兄(向田昌弘様)｡

H24年8月に今まで保護者であった叔父が亡くなったことにより､保護者を変更している。

母様(津嶋トミ様)は南寿の里入居中。

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）



	備考：事例検討に必要な情報を記載
　八戸市にて出生(同胞なし)。昭和38年(本人3歳時)に脳卒中で父が急死している。高校1年生時、滅裂言動･不眠･幻聴等出現しS50.11八戸赤十字病院へ入院(～S51.2)。以後、注察妄想･被害妄想･独語･空笑･不穏等の症状の再燃により入退院を繰り返している。（S52.9～S53.1､S53.1～S53.5､S58.8～S59.7､S60.5～S61.9､S62.5.22～10.24､S63.10.21～S63.10.31）。退院後は社会復帰援護住居を経てH9.4に生活訓練施設へ入所。しかし、H10.1.1外泊時に滅裂言動･拒否が著明となり、青南病院受診し入院となる。H25.4.3生活訓練を通して自己管理能力の維持・拡充の為、ケアホーム青風荘入所となる。当院への通院･服薬、精神科デイナイトケアの利用を継続していく。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現在の生活を続ける。
	①周りの様子をみて行動する。


	1- 1

一方的な話し掛けにならないように相手の様子や状況を見て交流できる。
	①-1

話し掛ける際は相手の様子や状況を見て、一方的な話し掛けをしない。必要時には声掛けをし、振り返りを行う。

	
	
	1- 2

疲労感、ストレスを感じたらスタッフに話せるようになる。
	1- 2

疲労感、ストレスの有無がある際は、自らスタッフに話せるようになる。スタッフと一緒にどのような行動をとるべきかを考える。

	
	②食事をよく噛んで食べる。
	②食事の際の姿勢・よく噛んで食べる事を意識できるようになる。
	②食事の際は鼻を噛む事と姿勢を正し、水を用意する。実施できていない際はスタッフが声を掛ける。食材は食べやすい大きさで提供する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①-1　

一方的な話し掛けにならないように相手の様子や状況を見て交流できる。
	時折、一方的に話し掛けることあり、話を切り上げることが出来ずにいる。
	適宜介入しトラブルにならないようにしていく。⇒目標継続

	①-2　

疲労感、ストレスを感じたらスタッフに話せるようになる。
	最近は、疲労感やストレスを訴えることがないが、声掛けすると「疲れるよ」と話している。
	ストレスの訴えはない。今後は相手のことを考えたコミュニケーションを取れるようにする。

	②食事の際の姿勢・よく噛んで食べる事を意識できるようになる。
	食事形態はキザミに変更しているが、食事の際に前傾姿勢で食事を摂っており、介入している。

	食事のときに都度声掛けしていく⇒目標継続

	その他

	1/8（月）に右の踝の後ろの痛みを訴えている。腫れている様子があるが、その日によって痛みに誤差がある様子が窺える。



【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現在の生活を続ける。
	①周りの様子をみて行動する。


	2- 1

一方的な話し掛けにならないように相手の様子や状況を見て交流できる。
	①-1

話し掛ける際は相手の様子や状況を見て、一方的な話し掛けをしない。必要時には声掛けをし、振り返りを行う。

	
	
	2- 2

コミュニケーションの能力を向上できるようにＳＳＴに参加する。
	2- 2

ＳＳＴのロールプレイにて、コミュニケーションの能力を向上できるように、発言が不適切な場合には介入する。

	
	②食事をよく噛んで食べる。
	②食事の際の姿勢・よく噛んで食べる事を意識できるようになる。
	②食事の際は鼻を噛む事と姿勢を正し、水を用意する。実施できていない際はスタッフが声を掛ける。食材は食べやすい大きさで提供する。


